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前年度の課税標準額     今年度の課税標準額 

本来の課税標準額Ａ 100％ 

20％ 

 

今年度の本来の課税標準額Ａを

100％とした場合に、100％に達する

までＡの 5％分ずつ税負担を上昇 

以下のいずれか低い額が今年度の課

税標準額 

1.本来の課税標準額Ａ 

2.前年度課税標準額+Ａ×5％ 

前年度課税標準額+Ａ×5％

がＡ×20％を下回る場合は、

Ａ×20％が今年度の課税標

準額 


